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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の処置具挿通チャンネルに連通する状態に基端側が上記処置具挿通チャンネルの
入口に取り付けられる筒状の鉗子栓本体と、上記鉗子栓本体の突端側開口部に着脱自在な
蓋体とを有し、上記鉗子栓本体内に形成されて上記処置具挿通チャンネル内の圧力を直接
受ける弾力性のある材料からなる内側閉鎖膜に、常態では閉じていて上記処置具挿通チャ
ンネルに挿脱される処置具の通過により押し広げられる第１のスリットが形成されると共
に、上記蓋体に形成された弾力性のある材料からなる外側閉鎖膜に、常態では閉じていて
上記処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具の通過により押し広げられる第２のスリッ
トが形成された内視鏡の鉗子栓において、
　上記鉗子栓本体内に形成された上記内側閉鎖膜が、上記第１のスリットが形成された細
長い長方形状の底壁部と、上記第１のスリットに対して垂直な断面において上記底壁部を
頂点として上記突端側開口部側へ次第に広がる二等辺三角形の二等辺状のＶ状壁部と、上
記Ｖ状壁部の二つの壁部の側縁どうしを気密に連結する側壁部とにより形成されているこ
とを特徴とする内視鏡の鉗子栓。
【請求項２】
　上記内側閉鎖膜の上記Ｖ状壁部が、上記第１のスリットに対して垂直な断面において上
記底壁部を頂点として上記突端側開口部側へ次第に広がる正三角形の二辺状に形成されて
いる請求項１記載の内視鏡の鉗子栓。
【請求項３】
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　上記Ｖ状壁部と上記側壁部の壁厚が各々、一定の壁厚であるか或いは上記底壁部側へ次
第に薄く形成されている請求項１又は２記載の内視鏡の鉗子栓。
【請求項４】
　上記Ｖ状壁部と上記側壁部の壁厚が各々１ｍｍ以下である請求項１、２又は３記載の内
視鏡の鉗子栓。
【請求項５】
　上記第１のスリットと上記第２のスリットとが、直交する方向に形成されている請求項
１ないし４のいずれかの項に記載の内視鏡の鉗子栓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルを通って逆流する体内汚液等が処置具挿通
チャンネルの入口部から吹き出さないようにするための内視鏡の鉗子栓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の鉗子栓は一般に、処置具挿通チャンネルに連通する状態に処置具挿通チャンネ
ルの入口に取り付けられる筒状の鉗子栓本体と、その鉗子栓本体の突端側開口部に着脱自
在な蓋体とを有していて、鉗子栓本体内と蓋体の各々に形成された閉鎖膜に、処置具挿通
チャンネルに挿脱される処置具の通過により押し広げられるスリットが形成されている。
【０００３】
　そして従来、そのような内視鏡の鉗子栓の閉鎖膜は、内方に凸の球面壁状に形成された
り、内方に凸の築山突出部状に形成されていた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】実公平７－１５５２２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　鉗子栓本体内に形成された閉鎖膜は、処置具挿通チャンネル内の圧力を直接受けるので
、そのスリットに隙間ができると体内からの逆流汚液等が患者のゲップ等により蓋体の閉
鎖膜との間の空間に吹き出し、その後の処置具の挿脱等に伴って蓋体のスリットから外部
に流出して周囲を汚染する恐れがある。
【０００５】
　しかし、上述のように閉鎖膜が内方に凸の球面壁状或いは築山突出部状に形成された従
来の内視鏡の鉗子栓においては、処置具の挿脱によって、鉗子栓本体内の閉鎖膜に形成さ
れているスリットに摩耗や亀裂が発生し易かった。
【０００６】
　そこで本発明は、鉗子栓本体内の閉鎖膜に形成されているスリットに、処置具の挿脱に
よる摩耗や亀裂が発生し難い内視鏡の鉗子栓を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の鉗子栓は、内視鏡の処置具挿通チャンネ
ルに連通する状態に基端側が処置具挿通チャンネルの入口に取り付けられる筒状の鉗子栓
本体と、鉗子栓本体の突端側開口部に着脱自在な蓋体とを有し、鉗子栓本体内に形成され
て処置具挿通チャンネル内の圧力を直接受ける弾力性のある材料からなる内側閉鎖膜に、
常態では閉じていて処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具の通過により押し広げられ
る第１のスリットが形成されると共に、蓋体に形成された弾力性のある材料からなる外側
閉鎖膜に、常態では閉じていて処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具の通過により押
し広げられる第２のスリットが形成された内視鏡の鉗子栓において、鉗子栓本体内に形成
された内側閉鎖膜が、第１のスリットが形成された細長い長方形状の底壁部と、第１のス
リットに対して垂直な断面において底壁部を頂点として突端側開口部側へ次第に広がる二
等辺三角形の二等辺状のＶ状壁部と、Ｖ状壁部の二つの壁部の側縁どうしを気密に連結す
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る側壁部とにより形成されているものである。
【０００８】
　なお、内側閉鎖膜のＶ状壁部が、第１のスリットに対して垂直な断面において底壁部を
頂点として突端側開口部側へ次第に広がる正三角形の二辺状に形成されていてもよい。
　そして、Ｖ状壁部と側壁部の壁厚が各々、一定の壁厚であるか或いは底壁部側へ次第に
薄く形成されていてもよく、Ｖ状壁部と側壁部の壁厚が各々１ｍｍ以下であるとよい。
【０００９】
　なお、第１のスリットと第２のスリットとが、直交する方向に形成されていてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、鉗子栓本体内に形成された内側閉鎖膜が、第１のスリットが形成され
た細長い長方形状の底壁部と、第１のスリットに対して垂直な断面において底壁部を頂点
として突端側開口部側へ次第に広がる二等辺三角形の二等辺状のＶ状壁部と、Ｖ状壁部の
二つの壁部の側縁どうしを気密に連結する側壁部とにより形成されていることにより、使
用時に処置具が挿入されるとその処置具の外形形状や横振れの動作等に追従して内側閉鎖
膜全体が容易に変形し、第１のスリットに処置具の挿脱による摩耗や亀裂が発生し難い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　内視鏡の処置具挿通チャンネルに連通する状態に基端側が処置具挿通チャンネルの入口
に取り付けられる筒状の鉗子栓本体と、鉗子栓本体の突端側開口部に着脱自在な蓋体とを
有し、鉗子栓本体内に形成されて処置具挿通チャンネル内の圧力を直接受ける弾力性のあ
る材料からなる内側閉鎖膜に、常態では閉じていて処置具挿通チャンネルに挿脱される処
置具の通過により押し広げられる第１のスリットが形成されると共に、蓋体に形成された
弾力性のある材料からなる外側閉鎖膜に、常態では閉じていて処置具挿通チャンネルに挿
脱される処置具の通過により押し広げられる第２のスリットが形成された内視鏡の鉗子栓
において、鉗子栓本体内に形成された内側閉鎖膜が、第１のスリットが形成された細長い
長方形状の底壁部と、第１のスリットに対して垂直な断面において底壁部を頂点として突
端側開口部側へ次第に広がる二等辺三角形の二等辺状のＶ状壁部と、Ｖ状壁部の二つの壁
部の側縁どうしを気密に連結する側壁部とにより形成されている。
【実施例】
【００１２】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図３において、１は内視鏡の挿入部、２は、挿入部１の基端に連結された操作部である
。
【００１３】
　挿入部１内には、処置具５０を挿通するための処置具挿通チャンネル３が全長にわたっ
て挿通配置されていて、操作部２の下端部に配置された処置具挿通チャンネル３の入口開
口部には、処置具挿通チャンネル３内を通って逆流する体内汚液等が外方に吹き出さない
ようにするための鉗子栓１０が着脱自在に取り付けられている。
【００１４】
　図１と図２は、鉗子栓１０の正面断面図と側面断面図であり、鉗子栓１０は、処置具挿
通チャンネル３の入口口金４に取り付けられる樽形の筒状に形成された鉗子栓本体１１と
、鉗子栓本体１１の突端側開口部に着脱自在な蓋体１２とを有していて、全体が弾力性の
あるゴム材等によって構成されている。
【００１５】
　鉗子栓本体１１の内面の基端寄りの部分には、処置具挿通チャンネル３の入口口金４に
対して係脱自在な小径部１３が形成されており、小径部１３を弾性変形させて、入口口金
４を締め付ける状態に取り付け或いは取り外すことができる。なお、図１及び図２には、
小径部１３の弾性変形していない形状が入口口金４と重ねて図示されている。
【００１６】
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　蓋体１２は、弾力性のあるゴム材で蓋体１２と一体に形成された連結紐状部材１４によ
り鉗子栓本体１１の基部と連結されていて、鉗子栓本体１１から取り外されてもその近く
にぶら下げられた状態になるようになっている。
【００１７】
　また、鉗子栓本体１１の突端側開口部近くの外面には円周溝１５が形成されていて、そ
れに係合する周状の内方突起部１６が蓋体１２側に形成されている。したがって、蓋体１
２の内方突起部１６を弾性変形させて円周溝１５に対し係脱させることにより、蓋体１２
を鉗子栓本体１１に対して取り付け及び取り外しすることができる。
【００１８】
　そのように構成された鉗子栓本体１１内と蓋体１２とには各々、常態では閉じていて処
置具挿通チャンネル３に挿脱される処置具５０の通過により押し広げられるスリット１８
，２０を有する閉鎖膜１７（１７ａ，１７ｂ，１７ｃ），１９が形成されている。
【００１９】
　鉗子栓本体１１内の内側閉鎖膜１７に形成された第１のスリット１８は、処置具挿通チ
ャンネル３の入口口金４の開口に対向する位置に配置されていて処置具挿通チャンネル３
内の圧力を直接受け、蓋体１２の外側閉鎖膜１９に形成された第２のスリット２０は、第
１のスリット１８に対して直交する状態、即ち入口口金４の軸線方向から第１のスリット
１８と第２のスリット２０とを重ねて見ると＋状になる位置関係に形成されている。
【００２０】
　図４と図５は、蓋体１２が取り外された状態の鉗子栓本体１１の正面断面図と側面断面
図であり、図６、図７、図８、図９及び図１０は、鉗子栓本体１１に形成された内側閉鎖
膜１７の形状を示すために、図１１及び図１２における矢視VI、VII－VII断面、VIII－VI
II断面、IX－IX断面及び矢視Ｘを図示したものである。
【００２１】
　内側閉鎖膜１７（１７ａ，１７ｂ，１７ｃ）は、第１のスリット１８が中心部分に真っ
直ぐに形成された細長い長方形状の底壁部１７ａと、第１のスリット１８に対して垂直な
断面において底壁部１７ａを頂点として鉗子栓本体１１の突端側開口部側へ次第に広がる
二等辺三角形の二等辺状のＶ状壁部１７ｂと、Ｖ状壁部１７ｂの二つの壁部の側縁どうし
を気密に連結する側壁部１７ｃとにより形成されている。
【００２２】
　なお、側壁部１７ｃは円筒壁状又は突端側開口部側へ次第に広がる円錐壁状に形成され
ており、Ｖ状壁部１７ｂは、この実施例では図４に示されるように挟角が６０°の正三角
形の二辺状に形成されており、処置具５０の挿脱を非常にスムーズに行うことができる。
【００２３】
　底壁部１７ａ、Ｖ状壁部１７ｂ及び側壁部１７ｃの各壁の壁厚は各々１ｍｍ以下であり
、Ｖ状壁部１７ｂと側壁部１７ｃは、全体に一定の壁厚であるか、或いは第１のスリット
１８が形成されている底壁部１７ａ側へ次第に薄く形成されている。底壁部１７ａは第１
のスリット１８を中心にして幅（Ａ）が１．５ｍｍ以下であり、その表裏両面において第
１のスリット１８が側壁部１７ｃと干渉しないように形成されている。
【００２４】
　即ち、内側閉鎖膜１７の寸法形状に関しては、図４及び図５において、Ａ≦１．５ｍｍ
、ｔ≦１ｍｍ、ｔ′≦１ｍｍ、Ｅ≦Ｄ≦Ｆ、角度Ｂ＜角度Ｃ≦９０°、角度Ｂ≦角度Ｇ、
角度Ｃ≦角度Ｈである。
【００２５】
　このように構成された鉗子栓１０においては、図１３に示されるように、使用時に処置
具５０が挿入されると処置具５０の外形形状や横振れの動作等に追従して内側閉鎖膜１７
全体が容易に変形するので、第１のスリット１８の摩耗や亀裂が発生し難く、その結果、
患者がゲップ等をして処置具挿通チャンネル３内の圧力が急上昇しても、体内からの逆流
汚液等が内側閉鎖膜１７と外側閉鎖膜１９との間の空間に吹き出さない。
【図面の簡単な説明】
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【００２６】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の鉗子栓の正面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の鉗子栓の側面断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の外観図である。
【図４】本発明の実施例の鉗子栓本体の正面断面図である。
【図５】本発明の実施例の鉗子栓本体の側面断面図である。
【図６】本発明の実施例の図１１における矢視VI図である。
【図７】本発明の実施例の図１１におけるVII－VII断面図である。
【図８】本発明の実施例の図１２におけるVIII－VIII断面図である。
【図９】本発明の実施例の図１１におけるIX－IX断面図である。
【図１０】本発明の実施例の図１１における矢視Ｘ図である。
【図１１】本発明の実施例の鉗子栓本体の正面断面図である。
【図１２】本発明の実施例の鉗子栓本体の側面断面図である。
【図１３】本発明の実施例の内視鏡の鉗子栓の使用状態の正面断面図である。
【符号の説明】
【００２７】
　３　処置具挿通チャンネル
　４　入口口金
　１０　鉗子栓
　１１　鉗子栓本体
　１２　蓋体
　１７　内側閉鎖膜
　１７ａ　底壁部
　１７ｂ　Ｖ状壁部
　１７ｃ　側壁部
　１８　第１のスリット
　１９　外側閉鎖膜
　２０　第２のスリット
　５０　処置具
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜的镊子塞，通过该镊子插头，在其体内
的封闭膜中形成的狭缝中插入和移除治疗仪器几乎不会引起磨损或裂
缝。 ŽSOLUTION：形成在镊子塞体11中的内部封闭膜17由具有第一狭
缝18的长矩形形式的底壁部分17a，等腰的两个相等侧面形状的V形壁部
分17b组成。具有底壁部分17a作为其顶点并且相对于第一切口18在其垂
直截面中朝向尖端侧上的开口逐渐扩展的三角形和在侧边缘之间以气密
方式连接的侧壁部分17c。 V形壁部分17b的两个壁部分。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3549f60c-82a9-4134-84b7-de8aa6fd6873
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037410034/publication/JP4648744B2?q=JP4648744B2

